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石
庭
風
の
追
分
節
歌
碑
が
玉
砂
利

の
前
庭
に
よ
く
似
合
う
。

　

歌
碑
の
記
念
誌
『
目
で
見
る
追
分

節
の
う
つ
り
変
り
』が
発
刊
さ
れ
た
。

写
真
で
時
代
時
代
の
追
分
の
歴
史
を

た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

歌
碑
が
で
き
て
思
う
こ
と
は
、
追

分
を
形
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
も
、
追
分
節
発
祥
の
地
を
理

解
す
る
方
法
の
よ
う
に
思
う
。

　

新
地
花
街
の
小
桝
見
番
、
津
花
岬

の
浜
小
屋
、
佐
之
市
追
分
は
じ
め
の

切
石
坂
、
漁
師
が
唄
っ
た
正
覚
院
の

坂
道
、
豊
部
内
大
橋
の
追
分
統
一
の

宿
な
ど
、
な
ど
。

　

節
目
の
場
所
を
表
示
し
て
、
追
分

節
の
歴
史
を
辿
る
一
工
夫
が
あ
っ
て

も
よ
い
の
で
は
ー
。

石
庭
の

江
差
追
分
節
歌
碑



　

平
成
十
六
年
九
月
十
七
日
か
ら
三
日
間
、
第

四
十
二
回
江
差
追
分
全
国
大
会
が
、
江
差
町
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
八
回
大
会

を
迎
え
た
熟
年
・
少
年
の
全
国
大
会
と
合
わ
せ
、

約
四
百
名
に
上
る
唄
い
手
が
日
本
一
の
栄
冠
を

め
ざ
し
て
熱
唱
の
ド
ラ
マ
を
く
り
広
げ
た
。

　

十
七
日
の
朝
、
大
会
に
先
立
っ
て
江
差
追
分

会
館
前
で
追
分
歌
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
る
と

い
う
、
慶
事
の
後
を
う
け
て
始
ま
っ
た
今
年
の

大
会
は
、
心
配
さ
れ
た
大
幅
な
進
行
の
遅
れ
も

な
く
、
盛
況
の
う
ち
に
終
っ
た
。

　

注
目
を
集
め
た
一
般
の
部
の
優
勝
者
は
、
前

年
ま
で
の
二
年
間
に
二
位
、
三
位
と
高
順
入
賞

に
付
け
て
い
た
中
標
津
高
校
教
員
、
松
田
美
和

子
さ
ん
（
二
七
歳
・
釧
路
支
部
）
で
、
ノ
ビ
の

あ
る
美
声
に
加
え
、
笑
顔
で
唄
い
切
っ
た
精
神

面
で
の
余
裕
が
、
栄
冠
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

一
方
、
六
十
五
才
以
上
の
円
熟
し
た
唄
が
披

露
さ
れ
る
熟
年
大
会
で
は
、
や
は
り
前
年
に
二

位
の
好
位
置
を
占
め
た
成
田
誠
氏
（
六
六
歳
・

札
幌
南
支
部
）
が
、
先
立
っ
た
奥
さ
ん
へ
の
思

い
の
こ
も
っ
た
唄
で
優
勝
、
さ
ら
に
出
場
資
格

が
中
学
生
ま
で
と
限
ら
れ
た
少
年
大
会
の
部
で

は
、
木
内
絵
里
さ
ん
（
十
四
歳
・
砂
川
支
部
）

が
際
立
っ
た
節
回
し
の
よ
さ
で
優
勝
を
か
ざ
っ

た
。
全
出
場
者
の
熱
唱
が
終
っ
た
後
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
は
、
前
年
少
年
大
会
の
優
勝
者
、
中

島
琴
美
ち
ゃ
ん
の
一
本
通
し
の
追
分
を
皮
切
り

に
、
熟
年
大
会
優
勝
の
奥
泉
勇
篁
師
の
低
音
の

魅
力
を
生
か
し
た
追
分
、
次
い
で
前
年
一
般
の

部
優
勝
者
の
寺
島
絵
美
さ
ん
の
、
追
分
踊
付
き

一
本
通
し
の
追
分
が
終
っ
て
一
段
落
。

　

さ
ら
に
淺
沼
和
子
師
の
江
差
三
下
り
、
夫
君

の
淺
沼
春
義
師
、
木
村
正
二
師
、
石
田
盛
一
師
、

御
大
の
青
坂
鴎
声
師
と
続
い
て
、
最
後
は
本
年

度
の
花
形
、
イ
ギ
リ
ス
国
際
音
楽
祭
郷
土
音
楽

独
唱
部
門
の
優
勝
者
、
木
村
香
澄
さ
ん
の
熱
唱

で
華
や
か
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

大
会
審
査
委
員
長
か
ら
発
表
さ
れ
た
大
会
の

講
評
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

演
唱
者
と
ソ
イ
掛
、
尺
八
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、

出
だ
し
の
調
子
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
伴
奏
者
の
心
が
け
と
し
て
歌
を
た

す
け
、
情
緒
を
出
す
必
要
が
あ
る
こ
と
、
全
体

と
し
て
海
の
波
の
感
じ
を
出
せ
る
よ
う
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
自
分
の
味
を
出
せ
る
よ
う
な
唄
い
手

に
な
る
よ
う
、
平
素
か
ら
練
習
を
積
む
こ
と
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

各
大
会
の
二
位
以
下
の
順
位
は
左
記
の
と
お

り
。

全
国
大
会
入
賞
者

　

準
優
勝　

新
保
て
い
子
（
八
雲
支
部
）
48
才

　

三　

位　

播
磨　

孝
雄
（
函
館
澄
声
会
）
61
才

　

四　

位　

間
島　

秀
格
（
長
沼
支
部
）
29
才

　

五　

位　

山
本　

康
子
（
鴎
声
会
）
44
才

　

六　

位　

瀧
本　

豊
壽
（
深
川
支
部
）
58
才

　

七　

位　

福
士　

優
子
（
千
歳
支
部
）
29
才

第
四
十
二
回  

江
差
追
分
全
国
大
会

優
勝 

松
田
美
和
子
さ
ん（
釧
路
）
熟
年 

成
田
誠
さ
ん（
札
幌
）
少
年 

木
内
絵
里
さ
ん（
砂
川
）

２

　

八　

位　

大
沢　

理
絵
（
静
内
支
部
）
29
才

　

九　

位　

寺
島　

絵
美
（
水
堀
愛
好
会
）
19
才

　

十　

位　

古
田
美
紀
子
（
厚
沢
部
支
部
）
33
才

審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　
　

海
藤　

紀
世
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

熟
年
全
国
大
会
入
賞
者

　

準
優
勝　

西
村
冨
美
子
（
札
幌
湧
芳
会
）
73
才

　

三　

位　

細
木　

利
良
（
大
平
原
）
69
才

　

四　

位　

佐
藤　

修
三
（
秋
田
中
央
会
）
68
才

　

五　

位　

田
中　

光
男
（
大
阪
な
に
わ
）
67
才

　

六　

位　

田
中　

享
子
（
も
り
い
ち
会
）
68
才

　

七　

位　

森
井　

洋
祐
（
苫
小
牧
支
部
）
67
才

　

八　

位　

千
田　

文
男
（
ポ
ー
ト
神
奈
川
）
67
才

　

九　

位　

国
府　
　

克
（
京
都
ふ
る
さ
と
）
67
才

　

十　

位　

山
下　

愛
子
（
札
幌
南
支
部
）
68
才

審
査
員
特
別
賞

　
　
　

ひ
ろ
な
か
よ
し
と
（
ハ
ワ
イ
）
73
才

少
年
全
国
大
会
入
賞
者

　

準
優
勝　

渡
辺　

千
秋
（
帯
広
支
部
）
14
才

　

三　

位　

榎
林　

佳
世
（
札
幌
南
支
部
）
12
才

　

四　

位　

川
畑　

貴
寛
（
和
春
会
）
10
才

　

五　

位　

赤
石　

聖
実
（
声
友
会
）
13
才

　

六　

位　

大
沢　

尚
悟
（
静
内
支
部
）
12
才

　

七　

位　

藤
谷　

優
美
（
秋
田
王
藤
会
）
12
才

　

八　

位　

井
上　

奈
菜
（
網
走
声
友
会
）
13
才

　

九　

位　

木
本　

朱
夏
（
苫
小
牧
観
昇
会
）
10
才

　

十　

位　

福
田　
　

光
（
厚
沢
部
美
和
）
9
才



亡
き
妻
へ
の
思
い
を
込
め
て
ー

成
田
誠
さ
ん
熟
年
優
勝  

札
樽
地
区
運
協
が
祝
賀
会

３

を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
十
九
歳
、
会
社
の
仕

事
で
九
ヶ
月
間
江
差
に
滞
在
し
た
折
、「
追
分

を
聞
い
て
何
と
素
晴
ら
し
い
唄
だ
ろ
う
」
と
感

動
し
た
。

　

江
差
で
名
人
の
佐
々
木
千
代
吉
師
に
追
分
を

習
い
は
じ
め
、
そ
の
後
札
幌
に
帰
り
、
尺
八
名

人
の
松
本
晁
章
師
に
出
会
う
。
松
本
師
に
出

会
っ
た
こ
と
で
修
業
を
積
み
、
実
力
を
伸
し
、

昭
和
四
十
七
年
、
初
め
て
出
場
し
た
第
十
回
全

国
大
会
で
五
位
入
賞
の
実
力
を
身
に
つ
け
た
。

し
か
し
仕
事
の
都
合
で
そ
の
後
修
業
を
断
念
し

　

熟
年
大
会
で
前
年

準
優
勝
の
成
田
誠
さ

ん
（
六
六
・
札
幌
南

支
部
）
は
、
亡
き
妻

へ
の
思
い
を
込
め
て

念
願
の
優
勝
を
果
し

た
。

　

成
田
さ
ん
が
追
分

て
い
た
。
そ
し
て
再
び
追
分
を
は
じ
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
妻
の
死
で
あ
っ
た
。
三
年
前
に

亡
く
な
っ
た
妻
陽
子
さ
ん
は
「
ま
た
追
分
が
唄

え
た
ら
い
い
ね
」
と
生
前
く
り
か
え
し
て
い
た
。

　

亡
妻
陽
子
さ
ん
の
思
い
を
胸
に
松
本
晁
章
師

の
門
を
た
た
き
、
再
び
追
分
に
挑
戦
し
て
昨
年

熟
年
二
位
に
の
ぼ
り
つ
め
た
。

　

両
手
に
ず
っ
し
り
と
優
勝
旗
を
握
り
し
め
て

晴
舞
台
に
立
っ
た
成
田
さ
ん
は
、

　
「
今
日
の
追
分
を
聴
か
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
。

唄
声
は
き
っ
と
妻
に
届
い
た
は
ず
。
家
に
帰
っ

た
ら
早
速
優
勝
を
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
九
月
二
十
一
日  

函
館
新
聞
よ
り
）
と
亡
き
妻

へ
の
思
い
を
語
っ
た
。

　

十
一
月
二
十
一
日
、
江
差
追
分
札
樽
地
区
運

営
協
議
会
は
成
田
さ
ん
の
優
勝
祝
賀
会
を
札
幌

全
日
空
ホ
テ
ル
で
開
催
。
追
分
会
や
民
謡
関
係

者
二
百
人
が
集
い
行
わ
れ
た
。（
取
材
・
館　

和
夫
）

北海道新聞　平成16年9月21日

少年優勝　木内絵里さん



一
、
啄
木
、
追
分
を
聴
く

　

石
川
啄
木
は
十
九
歳
の
と
き
明
治
三
十
七
年

（
一
九
〇
四
年
）
初
め
て
北
海
道
を
訪
れ
た
。

　

小
樽
に
い
た
姉
ト
ラ
（
夫
は
小
樽
中
央
駅
長

山
本
仙
三
郎
）
に
、
上
京
の
旅
費
や
詩
集
出
版

の
費
用
を
借
り
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

　

啄
木
は
、
明
治
三
十
五
年
、
盛
岡
中
学
を
五

年
生
で
中
退
し
、
東
京
に
出
て
、
文
学
で
身
を

立
て
よ
う
と
画
策
し
た
が
、
失
敗
し
、
故
郷
の

父
の
家
（
寺
）
に
帰
り
、
病
い
を
養
生
が
て
ら
、

詩
作
を
進
め
て
い
た
。
初
詩
集
『
あ
こ
が
れ
』

は
明
治
三
十
八
年
刊
行
。

　

小
樽
に
約
二
週
間
滞
在
し
た
。
あ
る
日
、
港

の
防
波
堤
に
立
っ
て
い
る
と
、
一
隻
の
小
さ
な

漁
舟
が
入
っ
て
来
た
。
漁
師
が
歌
っ
て
い
る
。

　
　

忍
路
高
島
お
よ
び
も
な
い
が　

せ
め
て
歌

　
　

棄
磯
谷
ま
で

　

啄
木
は
翌
年
、
郷
土
の
新
聞
「
岩
手
日
報
」

に
随
想
紀
行
文
「
閑
天
地
」
を
二
十
一
回
連
載

し
、
こ
の
間
の
事
情
を
詳
し
く
書
い
た
。

「
あ
れ
は
暮
風
一
曲
の
古
調
に
心
絃
挽
歌
寥
々

と
し
て
起
る
が
如
く
、
一
身
た
め
に
愁
殺
さ
れ

了
ん
ぬ
」

　

啄
木
に
追
分
を
詠
ん
だ
歌
は
な
い
。

二
、
有
島
武
郎
が
歌
う

　

そ
の
二
年
後
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六

年
）ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
中
の
有
島
武
郎（
二
十
九

歳
）
は
ス
イ
ス
の
シ
ャ
ッ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
の
若

い
画
家
た
ち
と
知
り
合
い
に
な
る
。
十
一
月

二
十
一
日
夜
、
シ
ュ
ト
ゥ
ツ
ネ
ッ
ガ
ー
氏
の
晩

餐
会
に
招
か
れ
、
余
興
に
江
差
追
分
・
忍
路
高

島
を
歌
っ
て
い
る
。（
日
記
・
観
想
録
）

　

明
治
四
十
年
十
二
月
、
東
北
帝
国
大
学
農
科

大
学
（
母
校
・
札
幌
農
学
校
が
、
そ
の
年
九
月

昇
格
）
の
英
語
講
師
に
嘱
託
さ
れ
た
。

　

の
ち
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
の
雑

誌
「
寸
鐵
」
に
「
松
前
追
分
ー
北
海
道
の
民
謡
」

を
書
き
、
楽
譜
も
載
せ
、
松
前
（
江
差
）
追
分

の
成
り
立
ち
、
特
質
を
説
明
し
て
い
る
。

三
、
函
館
さ
の
さ

　

函
館
に
は
、
石
川
啄
木
の
名
歌
を
詠
み
込
ん

だ
「
函
館
さ
の
さ
」
が
あ
る
。

　

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
年
）
ご
ろ
、
蓬
菜

見
番
の
芸
者
、
友
太
郎
さ
ん
が
、
啄
木
の
名
歌

を
歌
い
こ
ん
だ
「
函
館
さ
の
さ
」
を
創
案
し
、

作
詞
作
曲
し
て
歌
っ
た
。
キ
ン
グ
・
レ
コ
ー
ド

か
ら
『
流
行
民
謡　

函
館
さ
の
さ
』
と
し
て
、

レ
コ
ー
ド
が
出
て
、
愛
好
さ
れ
た
。

　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）
函
館
市
宝
来
町

の
高
田
屋
通
り
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
「
函
館

さ
の
さ
」
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

四
、
江
差
追
分
で
歌
う
啄
木

　

江
差
追
分
の
歌
詞
は
普
通
、
二
十
六
音
で
構

成
さ
れ
る
。

４

「
啄
木

江
差
追
分
」…
…
…
…
… 

岩
淵
啓
介

　
　

忍
路
、
高
島　
　
　
　
　

七
音

　
　

お
よ
び
も
な
い
が　
　
　

七
音

　
　

せ
め
て
歌
棄　
　
　
　
　

七
音

　
　

磯
谷
ま
で　
　
　
　
　
　

五
音

　

し
か
し
、
な
か
に
は
、「
字
余
ま
り
」「
五
音

冠
ぶ
せ
」
と
い
う
歌
が
あ
る
。

　
　

泣
い
た
と
て　
　
　
　
　

五
音

　
　

ど
う
せ
行
く
人　
　
　
　

七
音

　
　

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ　
　
　

七
音

　
　

せ
め
て　

波
風　
　
　
　

七
音

　
　

お
だ
や
か
に　
　
　
　
　

五
音

　

語
音
の
構
成
は
、
五
七
七
七
五
、三
十
一
音

と
な
る
。
伝
統
的
な
和
歌
、
短
歌
は
、
五
七
五

七
七
の
三
十
一
音
で
あ
る
。

　

啄
木
の
歌
を
江
差
追
分
の
節
で
歌
え
な
い
だ

ろ
う
か
。
句
の
並
び
を
少
し
移
す
と
、「
泣
い

た
と
て
」
の
調
子
に
倣
っ
て
歌
え
る
。

﹇
追
分
ふ
う
﹈　
　
　
　
﹇
元
歌
﹈

東
海
の　
　
　
　
　
　
　

東
海
の

小
島
の
磯
の　
　
　
　
　

小
島
の
磯
の

わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て　
　
　

白
砂
に

蟹
と　

た
は
む
る　
　
　

わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て

白
砂
に　
　
　
　
　
　
　

蟹
と　

た
は
む
る

函
館
の　
　
　
　
　
　
　

函
館
の

青
柳
町
こ
そ　
　
　
　
　

青
柳
町
こ
そ

友
の
恋
歌　
　
　
　
　
　

か
な
し
け
れ

矢
ぐ
る
ま
の
花　
　
　
　

友
の
恋
歌

か
な
し
け
れ　
　
　
　
　

矢
ぐ
る
ま
の
花

（
学
芸
部
理
事
）

　

九
月
十
七
日
除
幕
し
た
江
差
追
分
節
記
念
碑

建
立
の
記
念
誌
が
建
立
委
員
会
の
編
集
で
十
二

月
一
日
発
行
さ
れ
た
。

　

記
念
誌
は
記
念
碑
建
立
基
金
寄
贈
者
に
芳
名

簿
を
添
え
て
贈
る
目
的
で
、
建
立
委
員
会
が
企

画
編
集
し
た
小
冊
子
。

　
「
目
で
見
る
追
分
節
の
う
つ
り
変
り
」
の
副

題
で
、
写
真
と
略
年
表
で
、
追
分
節
の
な
り
た

ち
か
ら
現
代
ま
で
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

　

写
真
は
節
目
で
年
代
毎
に
大
別
し
て
時
代
毎

の
活
動
を
解
説
し
、
動
き
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

年
表
で
は
年
代
を
追
っ
て
追
分
節
の
発
生
か

ら
史
実
に
よ
る
記
録
が
一
覧
で
き
る
。
時
代
時

代
に
活
躍
し
た
唄
い
手
の
写
真
も
添
え
て
あ

る
。

　

巻
末
に
記
念
碑
建
立
の
経
過
と
郷
土
史
家
宮

下
正
司
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
「
江
差
追
分
節
の
三

詞
」
を
添
付
、
表
紙
は
カ
ラ
ー
刷
。

　

記
念
誌
は
別
冊
と
し
て
印
刷
発
行
、
一
部

三
〇
〇
円
で
領
布
す
る
。

追
分
節
記
念
誌
を

寄
贈
者
に
配
付



　

凛り
ん

と
し
て
艶つ

や

が
あ
り
、
粹い

き

で
し
な
や
か
。

　

な
ん
と
も
、
不
思
議
な
魅
力
の
江
差
追
分
を

歌
う
男
が
い
た
。
ど
ん
な
人
物
な
の
か
。

　

そ
の
名
は
、
三
浦
為
七
郎
（
明
治
十
七
年
）

一
月
二
八
日
生
、
昭
和
二
五
年
十
二
月
九
日
没
、

茅か
や
べ部
郡
森
町
砂さ

わ
ら原
町
掛か

か
り
ま澗
出
身
）
と
い
う
。

　

祖
先
（
岩
蔵
）
は
津
軽
郡
安
方
町
の
人
で
、

天
保
十
一
年
に
は
先
の
掛
澗
で
ニ
シ
ン
漁
場
を

経
営
。
そ
こ
で
彼
は
、
網
元
・
三
浦
家
（
屋
号
・

　

）
の
十
一
人
兄
妹
の
三
男
と
し
て
産
声
を
あ

げ
る
。
親
も
期
待
し
、
順
調
に
い
け
ば
暖の

れ
ん簾
を

分
け
て
も
ら
っ
て
網
元
と
し
て
の
将
来
を
約
束

さ
れ
て
い
た
が
、
美
声
と
品
格
の
あ
る
名
調
子

そ
し
て
美
男
子
、
生
来
の
歌
好
き
か
ら
十
八
歳

で
一
座
を
組
ん
で
巡
業
す
る
民
謡
歌
手
と
な

る
。
一
座
は
北
海
道
、
東
北
は
も
と
よ
り
東
京
、

５

大
阪
、
神
戸
ま
で
脚あ

し

を
の
ば
し
、
新
潟
で
は
駅

に
降
り
た
つ
と
花
火
が
あ
が
り
、
町
の
名
士
た

ち
が
羽
織
・
袴は

か
ま
に
盛
装
し
、
一
行
は
劇
場
ま
で

人
力
車
で
送
迎
さ
れ
、
そ
の
長
さ
は
一
町
（
約
、

百
十
ｍ
）
以
上
に
な
っ
た
。
と
、
か
つ
て
の
三

浦
派
・
三
羽
烏か

ら
すの
ひ
と
り
、岩
内
光
月
師
（
本
名
・

元
太
郎
、砂
原
町
出
身
）
は
、む
か
し
を
懐
し
む
。

　

実
際
、
為
七
郎
の
ス
テ
ー
ジ
は
浪
曲
師
と
同

じ
よ
う
に
豪
華
な
テ
ー
ブ
ル
掛
け
を
飾
り
、
三

浦
家
の
家
紋　
（
ま
る
に
三
つ
引
き
）
の
紋
付

羽
織
・
袴
姿
で
登
場
す
る
と
、
会
場
は
一
瞬
水

を
打
っ
た
よ
う
に
静
ま
り
、
満
を
持
し
て
江
差

追
分
を
う
た
い
聴き

ゃ
く衆

を
哀
愁
の
世
界
に
ひ
き
ず

り
込
む
。
歌
い
終
っ
て
万
雷
拍
手
。
感
き
わ
ま

り
、
す
す
り
泣
き
も
聞
か
れ
た
と
い
う
。

　

そ
の
歌う

た
ご
え声
は
「
三
浦
派
の
追
分
」
と
い
わ
れ
、

実
に
多
く
の
レ
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｐ
盤
・
七
八
回
転
）

に
も
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
大
正
十
二
年
、
第
一

回
文
部
省
推
薦
の
民
謡
レ
コ
ー
ド
十
一
枚
の
う

ち
、
彼
の
追
分
が
三
枚
選
ば
れ
て
い
る
（
江
差
・

越
中
谷
四
三
郎
師
一
枚
、
東
京
・
見
砂
東
楽
師

と
近
藤
雷
童
師
一
枚
）
の
も
特
筆
に
値
す
る
。

　

こ
の
大
正
十
二
年
の
関
東
地
方
で
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
九
、
未
曽
有
の
大
地
震
（
九
月

一
日
）
が
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
数
日
前
、
横
浜

山
下
町
に
あ
っ
た
レ
コ
ー
ド
社
三
光
堂
で
、
追

懐
古
・
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

聞

（
三
） 

江
差
追
分

愛

三
浦
為
七
郎
師 

… 

高
田　

裕

分
ば
か
り
で
な
く
、
米
山
甚
句
、
博
多
節
、
ナ
ッ

ト
節
ま
で
吹
込
ん
で
い
る
が
そ
の
ナ
ッ
ト
節
も

震
災
直
後
、
新
作
歌
詞
を
作
り
シ
ョ
ー
ア
ッ
プ

を
考
え
た
芸
人
で
あ
っ
た
。
生
前
、
為
七
郎
の

ア
ド
バ
イ
ス
で
嘉か

せ瀬
の
桃も

も

に
津
軽
民
謡
を
習
っ

た
先
の
岩
内
光
月
師
に
〝
俺
は
運
が
良
か
っ
た
〞

と
さ
さ
や
い
た
の
は
、
彼
の
本
音
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
家
柄
を
誇
る
三
浦
家
と
し
て
み
れ

ば
、
芸
人
の
世
界
は
到
底
許
さ
れ
る
は
ず
も
な

く
、
家
督
を
継
ぐ
は
ず
だ
っ
た
。（
二
人
の
兄

が
早
世
の
た
め
）
為
七
郎
は
、
事
実
上
の
勘
当

の
身
で
も
あ
っ
た
。

　

昭
和
の
時
代
に
な
っ
て
ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま

る
と
、
彼
の
追
分
人
気
は
さ
ら
に
た
か
ま
り
、

一
座
の
興
行
と
レ
コ
ー
ド
吹
込
み
は
、
軍
靴
の

足
音
が
聞
え
て
く
る
昭
和
十
五
年
頃
ま
で
続
き

一
世
を
風
靡び

し
た
花
形
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
間
も
な
く
、
妻

の
実
家
に
近
い
鶴
岡
の
仮
住
ま
い
で
、
長
患
い

と
失
意
の
末
、
昭
和
二
五
年
の
暮
れ
に
世
を

去
っ
て
し
ま
う
。
享
年
、
六
六
歳
で
あ
っ
た
。

　

江
差
追
分
会
館
史
料
展
示
室
に
は
、
彼
の
肖

像
パ
ネ
ル
と
唄
声
モ
ニ
タ
ー
が
備
え
ら
れ
て
い

る
が
『
初
代
・
三
浦
為
七
郎
（
寒
月
）
は
、
大

正
初
期
か
ら
前
唄
、
本
唄
、
後
唄
の
三
部
構
成

を
一
般
化
と
し
て
定
着
さ
せ
た
先
駆
者
の
ひ
と

り
』
と
評
価
し
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
学
芸
部
理
事
）

三浦為七郎師（明治17年生～昭和25年没）
キングレコード江差追分吹込み記念（昭和14年 54歳）

　

追
分
会
旭
川
支
部
長
の
佐
々
木
洋
子
さ
ん
が

昨
年
、
財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
か
ら
現
役
最

高
位
の
「
師
範
教
授
」
資
格
を
受
け
た
。

　

昨
年
八
月
に
新
設
さ
れ
た
資
格
で
、
一
九
八

八
年
ま
で
に
従
来
の
最
高
位
「
教
授
」
を
も
っ

て
い
る
人
を
対
象
に
審
査
が
行
わ
れ
、
道
内
の

五
人
を
含
む
全
国
九
十
二
人
が
初
め
て
認
定
さ

れ
た
。

　

三
十
年
前
に
民
謡
を
始
め
た
佐
々
木
さ
ん
は

八
四
年
に
は
同
協
会
の
全
国
大
会
で
運
輸
大
臣

賞
を
受
賞
、
現
在
は
約
六
十
人
の
門
下
生
を
抱

え
、
旭
川
市
の
忠
和
中
学
校
で
江
差
追
分
や
和

楽
器
の
指
導
を
し
て
い
る
。

　
「
江
差
追
分
が
中
学
生
の
心
に
も
響
く
こ
と

が
分
か
り
感
動
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
若
い
世
代

に
民
謡
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
い
る
。

旭
川
支
部
長  

佐
々
木
洋
子
さ
ん

日
本
民
謡
協
会「
師
範
教
授
」
に
認
定



６

　

近
世
の
初
め
か
ら
半
ば
に
か
け
て
の
、
い
つ

と
も
知
れ
ぬ
昔
か
ら
信
州
の
浅
間
山
麓
で
唄
わ

れ
て
い
た
馬
子
唄
は
、
ほ
ど
な
く
飯
盛
女
達
の

三
味
線
に
の
せ
ら
れ
て
、
追
分
宿
の
旅
土
産
、

追
分
節
と
な
っ
て
諸
国
へ
広
ま
っ
た
。

　

馬
を
追
い
な
が
ら
野
放
図
に
唄
わ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
道
中
追
分
（
馬
方
三
下
り
）
は
、
そ

の
段
階
で
は
っ
き
り
し
た
旋
律
と
拍
子
が
与
え

ら
れ
、
騒
ぎ
唄
風
の
座
敷
唄
に
変
貌
を
と
げ
て

い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
追
分
節
の
生
成
と
流
伝
に
係
わ
っ
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
飯
盛
女
で
あ
る
が
、

彼
女
達
の
境
遇
も
ま
た
、
馬
子
達
と
同
様
に
、

つ
ら
く
惨
め
な
も
の
で
あ
っ
た
。
借
金
に
縛
ら

れ
て
、
行
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
た
点
、
彼

女
達
の
苦
し
み
の
方
が
、
よ
り
大
き
か
っ
た
と

も
い
え
る
。

　

追
分
宿
の
女
達
の
身
売
証
文
は
、
古
く
は
寛

文
年
間
か
ら
幕
末
の
頃
ま
で
、
封
建
時
代
の
各

期
に
わ
た
っ
て
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く

は
「
年
貢
諸
夫
銭
、
扶
持
方
に
差
詰
り
」
と
い

う
理
由
で
、
家
族
の
貧
苦
を
救
う
た
め
、
十
年

以
上
の
年
期
で
身
売
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

証
文
に
は
、
女
が
盗
み
、
駆
落
ち
、
自
殺
等

の
不
祥
事
を
起
し
た
場
合
に
は
、
売
主
に
厳
し

い
負
担
が
課
せ
ら
れ
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
。

　

彼
女
達
は
、
一
旦
、
宿
場
に
売
ら
れ
た
が
最

後
、
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
自
殺
も
で
き
な
い

よ
う
な
境
遇
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ご

追
分
女
郎
衆

生
活 

…
…
…
…
… 

館　

和
夫

く
稀
に
年
期
の
途
中
で
身
請
け
さ
れ
る
例
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
方
の
場
合
は
年
期
が

明
け
て
も
借
金
が
払
え
ず
、
ひ
き
つ
づ
き
下
女

勤
め
な
ど
を
さ
せ
ら
れ
、
生
涯
宿
場
の
下
積
み

生
活
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
宿
命
を
負
っ
た
不
幸

な
女
達
で
あ
っ
た
。

　

数
あ
る
追
分
節
の
文
句
の
中
に
は

　

あ
の
や
追
分　

沼
や
ら
田
や

　
　

行
く
に
行
か
れ
ず
ひ
と
足
も

と
い
う
、
彼
女
達
の
身
の
上
を
端
的
に
物
語
る

歌
詞
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
土
地
の
風
土
と
人

情
を
牧
歌
的
に
唄
っ
た
文
句
が
多
い
中
に
、
一

体
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
か
と
、
長
い
間
、
私

の
心
の
隅
に
引
っ
掛
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
宿

場
の
繁
栄
の
犠
牲
に
な
っ
た
飯
盛
女
達
が
、
日

頃
か
ら
胸
に
秘
め
て
い
た
魂
の
叫
び
と
し
て
と

ら
え
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
と
う
な
ず
け
る
よ
う
な

気
が
す
る
。

　

娘
の
身
売
り
は
、
本
人
ば
か
り
で
な
く
家
族

に
も
深
い
心
の
傷
を
遺
し
た
よ
う
で
あ
る
。
少

し
古
い
が
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
記
さ

れ
た
一
札
之
事
と
い
う
古
証
文
に
は
、
一
両
二

分
で
飯
売
女
に
売
ら
れ
た
ち●

●よ
と
い
う
女
が
自

害
を
し
た
結
果
、
抱
主
か
ら
借
金
の
一
括
返
済

を
迫
ら
れ
た
兄
が
、「
ち
よ
之
儀
は
、
ぢ
が
い

仕
り
候
へ
ば
、
命
さ
へ
す
て
申
候
、
金
子
之
儀

は
、
貴
様
御
そ
ん
に
遊
さ
れ
下
さ
れ
候
様
に
」

と
、
さ
ま
ざ
ま
に
訴
え
た
結
果
、
ち
よ
身
代
金

御
赦
免
遊
さ
れ
下
さ
れ
か
た
じ
け
な
く
存
じ
奉

り
候
」
と
、
妹
の
仇
敵
と
も
い
う
べ
き
抱
主
宛

に
礼
状
め
い
た
証
文
さ
え
書
か
さ
れ
て
い
る
。

　

人
間
を
「
売
物
・
買
物
」
と
し
か
見
な
い
封

建
時
代
の
残
酷
な
社
会
の
仕
組
が
、
い
ま
さ
ら

に
空
恐
ろ
し
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
ひ

る
が
え
っ
て
み
る
と
、
今
日
で
も
事
情
は
さ
し

て
変
っ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
都
会
に

林
立
す
る
高
利
貸
の
看
板
や
金
の
た
め
に
風
俗

店
で
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
女
性
の
実
態
を

見
聞
す
る
た
び
に
二
、三
百
年
前
に
宿
場
町
の

女
達
を
覆
っ
て
い
た
闇
の
深
さ
と
、
今
日
、
ま

ば
ゆ
い
ネ
オ
ン
の
蔭
に
隠
さ
れ
た
浮
草
稼
業
の

闇
の
深
さ
と
、
果
し
て
い
ず
れ
の
闇
が
深
い
か
、

皆
目
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

（
学
芸
部
理
事
）

明治期の追分遊女（軽井沢町志より）

泉洞寺境内にあった往者の追分遊女の墓（昭和55年1月撮影）

千
葉
栄
人
さ
ん
の
新
曲
Ｃ
Ｄ

　

第
二
十
七
回
江
差
追
分
全
国
大
会
優
勝
者

　
『
追
分
慕
情
・
江
差
追
分
』

　
　

Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
カ
ラ
オ
ケ
付

　
　

定
価  

一
、二
〇
〇
円
（
Ｃ
Ｄ
）

　
　
　
　

  

一
、〇
〇
〇
円
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
）

　
　

問
合
せ　

〇
一
九
ー
六
四
一
ー
三
六
七
五

　
　
　
　
　
　
（
前
号
記
事
「
江○

○差
慕
情
」
は
誤
植
）



　

江
差
追
分
節
記
念
碑
の
除
幕
は
去
る
九
月

十
七
日
、
第
四
十
二
回
追
分
全
国
大
会
当
日
に

行
わ
れ
た
。

　

来
賓
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
追
分
会
支
部

長
、
会
員
一
六
〇
名
が
参
加
し
て
本
唄
「
鷗
の

な
く
音
に
…
」
歌
碑
の
完
成
を
祝
っ
た
。

　

碑
文
は
「
鷗
の
な
く
音
に
ふ
と
目
を
さ
ま
し
、

あ
れ
が
蝦
夷
地
の
山
か
い
な
」
本
唄
歌
詞
が
地

７

十
七
人
が
出
場
し
た
。

　

優
勝
の
寺
島
絵
美
さ
ん
は
三
姉
妹
の
次
女
、

姉
絵
里
佳
（
前
年
全
国
大
会
優
勝
）
と
妹
真
里

絵
（
一
部
二
位
）
の
三
姉
妹
で
追
分
に
取
組
ん

で
い
る
。

　

二
部
で
は
上
ノ
国
町
川
畑
美
枝
子
さ
ん

（
三
九
）
が
優
勝
、
少
年
組
で
貴
寛
君
（
一
〇
）

が
最
優
秀
賞
で
親
子
が
優
勝
し
た
。

　

熟
年
優
勝
は
松
前
町
の
能
登
谷
秀
雄
さ
ん

（
六
九
）。

元
書
家
岩
佐
宏
洞
氏
の
揮
毫
で
、
墨
痕
鮮
や
か

に
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
追
分
節
発

祥
の
地
を
表
現
す
る
「
江
差
追
分
節
の
里
」
追

分
節
な
り
た
ち
の
歌
碑
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

碑
石
は
石
英
系
自
然
石
で
建
立
委
員
会
が
日

高
平
取
町
に
赴
い
て
選
定
し
た
、
高
さ
三
・
六

メ
ー
ト
ル
、
幅
二
・
六
メ
ー
ト
ル
、
重
量
三
五

ト
ン
の
巨
大
石
。

　

追
分
会
館
の
前
庭
に
ど
っ
し
り
と
据
え
ら

れ
、
添
景
石
を
配
し
て
、
石
庭
風
な
景
観
に
仕

上
げ
ら
れ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
平
沼
栄
二
桧
山
支
庁
長
が

「
江
差
追
分
は
こ
の
碑
と
と
も
に
『
民
謡
の
王

様
』
と
し
て
国
を
こ
え
て
世
界
の
人
に
愛
さ
れ

る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
発
展
に
期
待
を
よ
せ
ら
れ

た
。

　

記
念
碑
は
元
江
差
町
長
の
本
田
義
一
氏
（
現

追
分
会
顧
問
）
の
提
唱
に
よ
り
、
全
国
の
追
分

会
会
員
、
指
導
者
を
は
じ
め
、
愛
好
者
有
志
の

寄
金
に
よ
っ
て
建
立
が
実
現
し
た
。

　

除
幕
式
に
車
椅
子
で
参
加
し
た
提
唱
者
の
本

田
さ
ん
は
「
私
の
念
願
だ
っ
た
記
念
碑
が
全
国
の

会
員
や
愛
好
者
の
方
々
の
総
意
で
実
現
で
き
た

こ
と
は
感
無
量
で
す
」
と
よ
ろ
こ
び
を
語
っ
た
。

　

江
差
地
方
の
江
差
追
分
会
支
部
の
歌
い
手
た

ち
が
練
習
成
果
を
競
う
「
第
十
三
回
江
差
追
分

桧
山
大
会
」
が
十
一
月
十
四
日
（
日
）
江
差
追

分
会
館
で
開
催
。

　

全
国
大
会
出
場
経
験
者
出
場
の
一
般
第
一
部

で
乙
部
町
の
寺
島
絵
美
さ
ん
（
二
〇
）
が
前
年

に
つ
づ
い
て
連
続
優
勝
を
果
し
た
。

　

桧
山
大
会
は
地
元
江
差
追
分
協
議
会
の
主
催

で
一
般
一
部
に
三
十
一
人
、
二
部
（
出
場
未
経

験
者
）
三
十
五
人
、
熟
年
二
十
一
人
、
少
年

江
差
追
分
節
記
念
碑
の
除
幕

全
国
大
会
開
催
前
に
一
六
〇
人
参
加

第
十
三
回
江
差
追
分
桧
山
大
会

寺
島
絵
美
さ
ん
連
続
優
勝
の
快
挙

一
般
二
部 

川
畑
美
枝
子　

少
年
で
貴
寛
親
子　

熟
年 

能
登
谷
秀
雄

江
差
追
分
の
文
化
活
動
で

函
館
声
徳
会
支
部
、
白
鳳
章
受
賞

函
館
市
文
化
団
体
協
議
会

　

長
年
に
わ
た
り
文
化
芸
術
活
動
に
貢
献
し
た

個
人
・
団
体
に
贈
る
「
函
館
市
文
化
団
体
協
議

会
の
白
鳳
章
」
に
、
函
館
声
徳
会
支
部
（
内
村

徳
蔵
支
部
長
）
が
選
ば
れ
、
十
一
月
三
十
日
、

同
協
議
会
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
で
贈
呈
さ

れ
た
。

　

声
徳
会
支
部
は
長
年
老
人
福
祉
施
設
の
慰

問
を
つ
づ
け
て
い
る
ほ
か
「
投
げ
銭
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
江
差
追
分
や
民
謡
を

披
露
し
て
い
る
文
化
活
動
が
認
め
ら
れ
た
。

（
取
材
・
松
村　

隆
）



　

平
成
十
六
年
十
二
月
十
四
日
（
火
）
函
館
市
昭

和
町
会
館
に
於
い
て
、
念
願
の
『
江
差
追
分
渡
島

協
議
会
設
立
総
会
』
が
、
役
員
及
び
支
部
代
表
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
方
三
十
三
名
が
出
席
し
、
盛
大

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

石
田
盛
一
副
会
長
の
開
会
誓
言
で
始
ま
り
、
市

戸
脩
会
長
よ
り
『
念
願
の
江
差
追
分
渡
島
協
議
会

が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
、
慶
び
を
感
じ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
』

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
と
し
て
、

江
差
追
分
会
副
会
長
、
坂
本
勇
様
が
挨
拶
に
立
ち
、

『
歴
史
に
残
る
渡
島
協
議
会
設
立
総
会
に
挨
拶
が
で

き
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
つ
に
な
り
、
他
か
ら
う
ら
や
ま
し
く

８

□
大
型
台
風
と
中
越
地
震
に
揺
れ
た
平
成
十
六
年

が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
師
走
も
押
し
迫
っ

て
漸
く
「
ヤ
ン
サ
ノ
エ
」
Ｎ
ｏ
・
３
の
発
行
に
こ

ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

□
こ
と
し
は
追
分
会
に
と
っ
て
画
期
的
な
事
蹟

を
生
ん
だ
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
七
月
、
第

二
十
九
回
大
会
優
勝
の
木
村
香
澄
さ
ん
が
、
欧
州

最
大
の
英
国
際
音
楽
祭
・
郷
土
音
楽
独
唱
部
門
で

江
差
追
分
を
唄
い
優
勝
の
快
挙
を
な
し
遂
げ
、
九

月
、
第
四
十
二
回
大
会
前
に
は
、
江
差
追
分
節
発

祥
の
歌
碑
を
除
幕
、
後
世
に
遺
る
記
念
碑
を
打
ち

立
て
ま
し
た
。

□
記
念
碑
誌
も
追
分
節
の
う
つ
り
変
り
を
要
約
し

た
資
料
と
し
て
、
平
易
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
、
よ
い
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

　
　
　
【
編
集
】　

岩
淵
啓
介
・
松
村　

隆

　
　
　
　
　
　
　

館　

和
夫
・
高
田　

裕

　
　
　
【
企
画
】　

山
崎　

透
・
森
山
弘
之

　
　
　
　
　
　
　

沢
田
博
生

あ
と
が
き

将
来
財
政
が
増
え
た
場
合
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
考

え
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
他
の
方
か
ら
関
連
し
た

質
問
が
あ
り
、
今
一
番
や
る
こ
と
は
来
年
の
三
月

の
大
会
だ
。
そ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
交
流
も
で
き
る

の
で
は
。
財
政
が
大
変
で
は
こ
れ
か
ら
事
業
な
ど

で
き
な
い
の
で
は
…
。
江
差
町
の
江
差
追
分
協
議

会
な
ど
が
開
い
て
い
る
紅
白
歌
合
戦
み
た
い
な
事

業
を
今
後
取
り
組
ん
で
行
っ
た
方
が
良
い
、
と
い

う
前
向
き
な
質
問
が
だ
さ
れ
た
。
事
務
局
と
し
て

も
、
と
て
も
良
い
質
問
な
の
で
、
三
役
会
議
に
提

案
す
る
こ
と
を
約
束
。
議
案
第
一
号
〜
第
三
号
議

案
を
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
佐
藤
隆
広
副
会
長

の
閉
会
の
挨
拶
で
、
全
国
二
番
目
と
な
る
独
立
さ

れ
た
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。　　
　
（
内
村
徳
蔵
）

江
差
追
分
渡
島
協
議
会
設
立

追
分
を
生
ん
だ
江
差
の
風
土
や
文
化
を
伝
え
る

「
江
差
追
分
う
た
が
た
り
」
を
聞
く
。

北海道新聞　12月3日

な
る
よ
う
な
渡
島
協
議
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
』
と

い
う
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
北
支
部
の
山
内
藤
一
さ
ん
を
議
長
に

選
出
し
、
内
村
事
務
局
長
よ
り
、
今
日
ま
で
の
流

れ
を
報
告
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
議
案
第
一

号
、『
第
一
回
江
差
追
分
渡
島
協
議
会
発
表
大
会
』

（
案
）
を
平
成
十
七
年
三
月
二
十
七
日
（
日
）
函
館

市
公
民
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
満
場
一

致
で
承
認
、さ
ら
に
議
案
第
二
号
、収
支
予
算
（
案
）

も
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
議
案
第
三
号
の
会
則
、

規
則
（
案
）
を
提
案
し
、
質
問
を
受
け
た
。

　

質
問
者
か
ら
、
会
則
の
目
的
・
会
員
の
交
流
及

び
研
修
を
と
お
し
て
の
考
え
方
の
質
問
が
あ
っ
た
。

事
務
局
と
し
て
は
、
少
予
算
で
大
会
を
開
く
こ
と

は
大
変
な
こ
と
だ
が
、
大
会
を
と
お
し
て
い
ろ
い

ろ
な
方
の
歌
を
聞
き
、
学
ん
で
行
っ
て
ほ
し
い
。

○
第
二
十
期
追
分
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

二
月
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
毎
週
、
木
・
金
・

土
曜
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
貴
方
も
追
分
節
の
上
達

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
申
込
は

事
務
局
か
ら

愛
知
に
響
け 

江
差
追
分

追
分
会
事
務
局
ま
で
。（
各
週
と
も
定
員
に
な
り
次

第
締
切
い
た
し
ま
す
。）

○
江
差
追
分
会
師
匠
会
研
修
会
の
開
催

　

二
月
二
十
日
に
江
差
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加

資
格
は
四
級
秀
以
上
の
有
資
格
者
が
対
象
で
す
。
同

日
に
江
差
追
分
会
師
匠
会
総
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
追
分
会
会
報
「
ヤ
ン
サ
ノ
エ
」
に
投
稿
を

　

ヤ
ン
サ
ノ
エ
は
学
芸
理
事
の
皆
様
の
力
添
え
に

よ
り
発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
国
各
地
の
支
部

の
動
き
を
広
く
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
に
、
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

役員ひとりづつあいさつ


